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定員（利用人数） 名 （19名）

〒
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福祉サービス第三者評価結果報告書
【児童福祉分野（保育所）】

くじら保育園 上新庄園

株式会社くじら保育園

小規模保育事業Ａ型

施設長　中野 貴之

専門職員※

保育士　8名（常勤　4名、非常勤　4名）
栄養士　1名（非常勤　1名）
調理師　1名（常勤　1名）
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事業所所在地
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大阪府大阪市東淀川区豊新4 丁目2-6
プレネージェ豊新1 階

06 6795 9202

施設・設備の概要※

0

有

［居室］

［設備等］保育室（0歳児室、1歳児室、2歳児室）、
乳幼児用トイレ、乳幼児用沐浴設備、大人用トイレ、調
理室、事務室

9202
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【理念・基本方針】

【施設・事業所の特徴的な取組】

【評価機関情報】

第三者評価機関名

大阪府認証番号

評価実施期間 ～

評価決定年月日

評価調査者（役割） （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

【保育理念】
一人ひとりの個性を育み、家庭、地域と連携をはかりながら、豊かな人間性を持った
子どもを育成する

【保育方針】
・家庭的な雰囲気を大切にし、一人ひとりが伸び伸び笑顔で過ごせる保育環境を作る
・「安心・安全」を第一に考え、真心を込めた保育を実施する
・月齢・年齢だけでなく、一人ひとりの発達状況に応じた保育を実施する

【保育目標】
・一人ひとりの子どもが健康かつ安全で、情緒の安定した環境を用意し自己を十分に
発揮しながら活動できるようにする
・子どもがありのまま受け入れられ、違いを認められ一人一人が大切にされる保育を
行う
・家庭や地域社会との連携を図り、保護者との協力のもとに家庭養育の補完を行う

■小規模園としてはですが、花や野菜などを子どもたちと育てたり、クッキングを取
り入れたりなど、出来る限り土に触れたり、本物に触れる機会を持つようにしていま
す。

■子どもたちの「やりたい!」や「自分で!」という思いを受け止め、子どもたち一人ひ
とりの個性に寄り添って保育していくことを心がけています。

　株式会社イムア

270063

令和6年10月21日 令和7年1月7日

令和7年1月7日

2301C009

2301C006 運営管理委員

2301C007 運営管理委員

2301C008 専門職委員

運営管理・専門職委員



◆評価機関総合コメント

◆特に評価の高い点

◆改善を求められる点

【総評】

　くじら保育園 上新庄園は「株式会社くじら保育園」が運営する認可保育園として、2015年
4月1日にグループ第1号園として開園した小規模保育園である。法人は「明海興産株式会社」
のグループ会社として設立され、兵庫県に本社を構えている。2社をあわせて「くじらグルー
プ」と呼び、大阪・兵庫にて保育園の運営をしている。法人としては、大阪市内で6園の認可
保育園を運営している。
　くじら保育園 上新庄園は阪急上新庄駅から徒歩15分の所に位置しており周辺には、かぶと
公園(100m) ・三角公園(500m)・多幸公園(1 km)と公園が多く、東淀川区内の公園や緑地面
積は、大阪市内第4位となっており、交通の便が良いベットタウンとして子育てしやすい地域
と認知されている。
　保育施設は、鉄筋コンクリート造2階建のうち1階部分に位置しており、開園から10年目の
施設となっている。入口手前でメダカを飼育し、プランターで大根やブロッコリー、人参を育
てるなど様々な取り組みを行っている。施設内はスペースを確保するため収納が考えられ、職
員間で保育室の使い方など創意工夫されている。
　献立はグループ内の栄養士が栄養価計算して作成しており、調理室の衛生向上を図るため外
部の微生物研究機関に依頼し、衛生管理の徹底にくじらグループ全体で注力している。また、
2歳児は毎日歯磨きにも取り組んでいる。
　東淀川区役所と密に連携を取り、待機児童や申し込み状況の確認を行い、潜在的利用者等に
関するデータを収集している。また、制度や社会状況を知り、それを東淀川区に照らし合わせ
分析するなどの取り組みを実施し、事業経営をとりまく環境が的確に把握・分析されている。

■グルーブ内研修でのコンプライアンス研修や、保育施設向けICTシステム内の法令研修を受
講することにより、施設長および職員は遵守すべき法令等を十分に理解することができる仕組
みとなっている。また、法人本部より全職員へコンプライアンスカードが配布され、常に携帯
することにより法令順守についての意識づけを行う取り組みが実施されている。
■食育に力を入れており、芋ほりに行った後、さつま芋を使ってスイートポテトを作ったり、
ハロウィン時かぼちゃのお化けを作り、その後かぼちゃの絞りだしをするなどの取り組みが見
られ、毎月1回手作りおやつを3～4種類作り、おやつバイキングを行い子どもたちに喜ばれて
いる。
■非認知能力を高めるため、0歳児からの感触遊びや指先遊びに力を入れており・寒天・氷・
風船や圧縮袋・梱包材のプチプチ(気泡緩衝材)・ジッパーなど様々な物を使って遊びのバリ
エーションを増やすなど取り組み、その他にも手作り玩具やボディペイント、色水など楽しみ
ながら行っている。

■中長期計画を反映し、具体的な数値目標などが設定され保育内容を盛り込んだ単年度計画を
策定されることを期待する。また、職員の参画のもと策定され、ホームページ等で掲載し広く
公開されることが望まれる。
■地域の人たちに接する機会が限定的となっている。今後は更なる機会の確保と、社会体験が
得られるような取り組み、様々な表現活動が自由に体験できる工夫が期待される。



◆第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

・別紙「第三者評価結果」を参照

　今回初めて第三者評価を受診し、現時点での園の方針や、取り組み、日ごろの保育など改め
て見直すとてもいい機会となりました。事前審査や、来園して頂いての聞き取りも丁寧に行っ
ていただいたため、園の強み、弱みを分析することができました。ありがとうございます。
　今後改善点として、園での取り組み内容や、様子を保育園を利用していただいている保護者
の方だけでなく、幅広く発信し、地域に根差した保育園となれるよう職員一同努めてまいりま
す。
　また同様に、保護者の方々に園の運営状況(事業計画、収支計画、報告)を明確にし、理解し
ていただくことにも取り組んでまいります。
　保護者の方にはお忙しい中、第三者評価にご協力いただき、ありがとうございました。

◆第三者評価結果



Ⅰ-１-(1)-① b

（コメント）

Ⅰ-２-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-２-(1)-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。 b

（コメント）

Ⅰ-３-(1)-① b

（コメント）

＜別紙＞

第三者評価結果

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

評価結果

Ⅰ-１　理念・基本方針

Ⅰ-１-(1) 理念、基本方針が確立・周知されている。

 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

・理念および基本方針について明文化されているが、周知が不十分である。基本方針
についてはホームページおよびパンフレットなど、誰が見てもわかりやすいように記
載され周知は十分であるが、理念においては端的な内容が記載されているのみでどれ
が理念なのかわかりにくい記載方法となっている。今後は基本方針や目標のようにわ
かりやすく記載され、周知されることを期待する。

評価結果

Ⅰ-２　経営状況の把握

Ⅰ-２-(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。

 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。

・東淀川区役所と密に連携を取り、待機児童や申し込み状況の確認を行い、潜在的利
用者等に関するデータを収集している。また、制度や社会状況を知り、それを東淀川
区に照らし合わせ分析するなどの取り組みを実施し、事業経営をとりまく環境が的確
に把握・分析されている。
・保育のコスト分析については法人本部より分析結果を伝えられることもあるが、施
設長自ら分析を行い、保育で必要な物品などは年間で見通しを立てて購入するように
している。

・職員の人材育成については、グルーブ内研修や保育施設向けICTシステム内の研修
動画などが充実しており、研修を受講することや現場でのOJT（実務を通じて行う指
導）の実施により人材についての課題改善に尽力している。また、職員体制について
は経験の浅い職員が多い場合は中堅層を採用してほしい旨、法人本部へ随時報告して
いる。
・基本的には法人本部で経営環境や経営状況を把握、分析した経営課題を明確にして
いるが、施設には伝えられている情報が限定的で周知不足が見られるため、今後は法
人本部と施設間で、更なる情報共有が行われることを期待する。

評価結果

Ⅰ-３ 事業計画の策定

Ⅰ-３-(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

・中長期の予算書や収支計画はで策定されているが、事業計画は策定されていない。
理念や基本方針の実現に向けた目標を明確にし、経営課題や問題点の解決、改善に向
けた具体的な内容で策定され、法人本部と施設で共有されることを期待する。



Ⅰ-３-(1)-② c

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-① c

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-② c

（コメント）

Ⅰ-４-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-４-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-１-(1)-① b

 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

・単年度の予算書や収支計画は中長期計画を反映し策定されているが、事業計画につ
いては不十分である。単年度の計画は、実行可能な具体的な内容で、行事計画以外に
数値目標や成果等を設定し、実施状況の評価を行える内容で策定されることを望む。

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。

 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、
職員が理解している。

・職員の定着率や人員確保については施設から法人本部へ依頼をしており、その内容
が少し事業計画に反映されている。しかしながら、そのほかの内容については職員参
画のもと策定されていないため、今後は職員参画のもと事業計画を策定し、定められ
た手順に基づいて評価や見直しが行われ、職員へ周知されることが望まれる。

 事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

・行事計画は保護者へ周知されている。今後は行事計画を含め充実した内容の事業計
画を策定し、保護者がわかりやすいように説明した資料を作成、保護者がより理解し
やすいように工夫されることを期待する。また、事業計画が施設内で掲示されること
やホームページに掲載されることを期待する。

評価結果

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

　Ⅰ-４-(1) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

 保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

・職員一人ひとりの自己評価が年2回（7月、2月）実施され、施設長が年度末に全員
の結果をまとめ施設全体の評価として「自己評価結果」を施設内に掲示し、職員およ
び保護者が閲覧できるようになっている。職員の自己評価の項目数が316項目（幼児
クラスがない園は項目数が減る）となっており、様々な面に対する項目で構成されて
いる。

 評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的
な改善策を実施している。

・職員一人ひとりの自己評価や人事考課が行われ施設長がまとめてはいるが、それを
分析し明確となった課題に対し、改善策や改善実施計画等を作成するところまでは
至っていない。今後は施設全体の自己評価を行い、その結果を分析し明確となった課
題に対し改善策等が計画され、それを基に実施されることを期待する。

評価対象Ⅱ 組織の運営管理

評価結果

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-１-(1) 管理者の責任が明確にされている。

 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図ってい
る。



（コメント）

Ⅱ-１-(1)-② a

（コメント）

Ⅱ-１-(２)-① a

（コメント）

Ⅱ-１-(２)-② a

（コメント）

Ⅱ-２-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(1)-② b

（コメント）

・職務分担表等の作成は行っていないが、職員は大体の職務分担について把握してい
る。例えばマニュアル等でそれぞれの役割分担やフローチャートが明示されていた
り、施設長が不在の際の権限委任についても明確化されており、職員がそれぞれで把
握している。今後は職務分担表などの作成や職員への周知を行い、施設長としての役
割および責任について理解されるように積極的に取り組まれることを期待する。

 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

・グルーブ内研修でのコンプライアンス研修や、保育施設向けICTシステム内の法令
についての研修などを受講することにより、施設長および職員は遵守すべき法令等を
十分に理解することができている。また、法人本部より全職員へコンプライアンス
カードが配布され、常に携帯することにより法令順守についての意識づけを行う取り
組みが実施されている。

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

 保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

・施設長は常日頃から保育に意識を向け、必要に応じてサポートできるようにしてい
る。また、主任は担任をもたずフリーで動くことができるため、施設長とともに保育
に関する課題など様々なことを話し合っており、その際に課題を明確にし職員会議で
職員へ共有することで職員からの意見を反映するように努めている。

 経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。

・毎月行う全体のカリ会議や各年齢のクラス会議に加え、個別に職員一人ひとりとコ
ミュニケーションを取ることにより、より深く現場の状況や保育に対する修正点を見
つけるように努めている。また、職員が働きやすい環境となるように保育施設向け
ICTシステムの活用や保育書類の電子化、動画研修を取り入れるなど業務の実効性を
高める取り組みが実施されている。

評価結果

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成

Ⅱ-２-(1) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組
が実施されている。

・採用活動に関しては、法人本部の人材開発部が主導し行っている。くじら保育園グ
ループの採用サイトが開設され、各園の職員インタビュー映像などの公開やサイトか
ら直接エントリーできるようになっている。入社前の施設見学にも積極的に取り組ん
でおり、対応は施設長が行っている。しかしながら、福祉人材の人員体制に関する基
本的な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方針が確立されておらず、具体的な
計画も無い。今後は計画の作成およびその計画に基づいた人材の確保や育成が実施さ
れることを期待する。

 総合的な人事管理が行われている。

・年2回の人事考課や意向調査で、職員の意見の吸い上げが行われている。しかしな
がら、最終的な人事考課は法人本部の決定のため、施設との多少の認識差がみられ
る。
・理念や基本方針に基づき「期待する職員像」は明確にされていない。
・今後は人事考課に関して法人本部と情報共有されることや、期待する職員像が明確
にされることを期待する。



Ⅱ-２-(２)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-② b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-③ a

（コメント）

Ⅱ-２-(４)-① c

（コメント）

Ⅱ-３-(1)-① b

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。

 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでい
る。

・職員の就業状況や意向に関して、休み希望を聞くことや有給休暇の取得状況を把握
することにより、勤務状況など時間への配慮を柔軟に行っている。また、法人本部内
に職員の相談窓口が設置されており、働きやすい職場づくりに取り組んでいる。
・労務管理の責任体制の明確化や、福祉人材や人員体制に関する具体的な計画に反映
した後、実行されることを期待する。

 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

 実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、
積極的な取組をしている。

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

・組織として「期待する職員像」は明確にされていないが、人事考課による職員一人
ひとりの目標設定が行われ、進捗状況の確認のための中間面接などが定期的に実施さ
れている。今後は目標項目や目標水準、目標期限などを明確にし、目標管理のための
仕組みが構築されることを期待する。

 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が
実施されている。

・職員の研修については、外部研修やくじら保育園グループの研修、保育施設向け
ICTシステム内で配信されている動画研修の各年間計画が作成されており、それに基
づき研修を受講している。しかしながら、研修に関する基本方針などの取り決めがな
いため今後は基本方針を定め、その中に期待する職員像を明示するとともに、専門技
術や専門資格を明記し、定期的な見直しが行われることを期待する。

・個別の職員の知識や技術水準、専門資格の取得状況等を把握し、新任職員をはじめ
職員の経験や習熟度に配慮した個別的なOJT（実務を通じて行う指導）が主任を中心
に行われている。また、職員一人ひとりが研修に参加できるように、実施時間に配慮
し保育施設向けICTシステム内で配信されている動画研修を受講できるようにしてい
る。

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

・これまで実習生の受け入れについて問い合わせがあり、法人本部へ報告したが、
様々な理由により受け入れが困難であると判断し実現しなかった。受け入れ依頼につ
いては前向きに検討しており、受け入れる意向はある。しかしながら、実習生の受け
入れに関する基本姿勢やマニュアルの整備、プログラムの用意がされていないので、
今後は体制の整備化を図り、積極的な受け入れが行われることを期待する。

評価結果

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保

Ⅱ-３-(1) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。

 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。



（コメント）

Ⅱ-３-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-４-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-４-(1)-② c

（コメント）

Ⅱ-４-(２)-① b

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-① b

（コメント）

・保護者アンケートからの要望については返答を記載し、施設内に掲示し保護者へ周
知している。また、ホームページにて苦情に関する公表を行っている。しかしなが
ら、ホームページには理念や事業計画、事業報告、予算や決算情報などは公開されて
いない。今後は運営の透明性を確保するために、事業計画や決算情報など運営面につ
いての情報公開が行われることを期待する。

 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われてい
る。

・小口現金出納帳に関するルールが設けられており、職員への周知も行われている。
また、財務に関しては外部コンサルタントが法人本部に入っており、指摘事項に基づ
いた経営改善を実施している。
・保育所における事務、経理、取引等に関するルール化や職務分掌と権限、責任が明
確にされ職員等に周知されることを期待する。

評価結果

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献

Ⅱ-４-(1) 地域との関係が適切に確保されている。

 子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

・子どもと地域との交流を広げるため、散歩時の声かけや挨拶など、近隣の方との交
流は常に意識している。また、近くに畑がありそこで芋ほりを行うことや、ハロウィ
ンで牛乳屋の方にお菓子をもらうなど、様々な協力を得て地域交流が実施されてい
る。
・今後は地域との関わり方についての基本的な考え方を文書化し、それを基に地域交
流が積極的に行われることを期待する。

 ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立して
いる。

・これまでボランティアに関することで問い合わせはあったが、受け入れの実現はし
なかった。以前、近隣でボランティア事業をされているところで絵本を読んでもらっ
た経験がある。
・ボランティア受け入れに関する基本姿勢の明文化やマニュアルの作成、ボランティ
アに対して子どもとの交流を図る視点等で必要な研修、支援が行われるなどの体制の
整備を望む。

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。

 保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

・区役所との連携を密に取り、子育てや卒園児の状況なども把握するように努めてい
る。また、年に数回の健康診断や地域の感染症の状況確認などで嘱託医との連携も心
がけており、消防署への通報訓練の実施も行っている。
・地域の社会資源を明示したリストや資料などは作成されていないため、緊急時など
有事の際にすぐ確認できるように作成されると更に良い。

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。

地域福祉のニーズ等を把握するための取組が行われている。

・区役所が開催する年1回の連絡会に参加しており、保育所や関係機関が集まり情報
交換を行い、巡回員の方からの情報を受け取り、地域の福祉ニーズや生活課題等を把
握するように努めている。
・地域住民に対する相談事業などは不十分であるため、今後は多様な相談に応じる仕
組みが構築されることを期待する。



Ⅱ-４-(３)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(1)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(1)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-② b

（コメント）

 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。

・住民の安心や安全のための取り組みとしては、AEDを設置し、施設の外にステッ
カーを貼るなどしている。また、施設周辺の清掃活動や花壇の整理などの取り組みを
実施している。
・保育所が有する福祉サービスの提供に関するノウハウや、専門的な情報を地域に還
元する取り組みは特に行われていないため、子育てサロンなどを計画中である。

評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施

評価結果

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

・「一人ひとりの個性を育み、豊かな人間性を持った子どもを育成する」と保育方針
に定めており、方針に従って職員会議やミーティングで話し合いがされている。基本
的人権への配慮については研修を実施しており、性差への先入観による固定的な対応
をしないよう留意し、言葉がけや色の偏りがないように努めている。
・今後は子どもの人権や文化の違い、互いに尊重する心についての方針を保護者に周
知し、理解を図る取り組みが実施されることを期待する。

 子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行って
いる。

 子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

・子どものプライバシー保護に関するマニュアルが整備され、それに基づいた研修の
実施や保育が提供されている。また、入園時に写真の取り扱いに関する説明や、個人
情報保護に関する同意書を交わしていること、子どもが着替える際には衝立を用意し
外から見えないようにするなど、プライバシー保護に関する取り組みが実施されてい
る。

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供してい
る。

・利用希望者に対して、パンフレットの配布や見学の受け入れをしている。パンフ
レットはイラストなどを用いてわかりやすく作成されており、区役所に設置され、見
学に来られた方にも配布している。見学の受け入れは、ホームページから直接申し込
みができ、1日3人程度に限定し、当日は施設長が丁寧に説明しながら見学対応を
行っている。
・パンフレットは利用希望者に配布されるようになっているが、理念や保育目標の全
文が記載されていないため、今後は記載し情報発信されることを期待する。

・入園前に事前説明の時間を設け、重要事項説明書等を用いて説明をしている。ま
た、園だよりやクラスだよりで様々な情報発信をするとともに、口頭でも個別に伝え
るよう留意している。
・特に配慮が必要な保護者へは、その都度一人ひとりに合わせた対応を施設長が行っ
ている。今後はルール化し文書に明示するとともに適正な説明、運用が図られること
を期待する。

 保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している。



Ⅲ-１-(２)-③ b

（コメント）

Ⅲ-１-(３)-① a

（コメント）
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Ⅲ-１-(４)-② b

（コメント）
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 保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている。

・保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配慮した手順と引継ぎ文書が作成されて
いないが、転園先等から引継ぎ文書の送付を求められた場合には作成する予定であ
る。
・卒園した子どもへは夏祭りに参加できることを記したはがきを送付し、卒園後もつ
ながっていくことができるように配慮している。
・今後は保育の継続性に配慮した手順と引継ぎ文書の定めや、保育所利用が終了した
後の相談方法、担当者について記載した文書を作成し、配布されることを期待する。

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。

 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。

・年2回保護者アンケートを法人本部が中心となり実施しており、その結果を施設内
にて掲示し公表することや、結果について分析および検討するために職員会議で共有
し、改善に向けて話し合っている。また、保護者面談を行い、子どもに関する情報の
共有や意向の把握に努めている。

Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

・苦情解決の仕組みは確立されており、ホームページでの公表や重要事項説明書など
で保護者への周知を行っている。しかしながら、苦情解決責任者が設置されていない
ことや第三者委員に法人本部の管理部部長が選任されていること、対応マニュアルと
重要事項説明書の受付担当者に齟齬も見られた。今後は各種書面の再確認や公平性の
保たれる第三者委員の選任が行われることを期待する。

 保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知して
いる。

 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体
制が構築されている。

・施設長がリスクマネジメントに関する責任者となっており、積極的に安全管理につ
いて職員に周知している。例えば、大阪市から写真付きで送付される事例や死亡事故
についての時事問題、ネットニュースからも情報収集し周知が行われている。また、
施設内に掲示することで同時に保護者への周知も図られている。緊急時対応のマニュ
アルやフローを作成しており、それを基にした研修や動画研修も実施されている。今
後は組織内にリスクマネジメントに関する委員会の設置など、体制が構築されること
を期待する。

・送迎時に保護者とコミュニケーションを積極的に取り、気軽に相談できる環境作り
を心がけており、時間を要する相談は個別で場を設けるなどしている。施設内に個室
で話すことができる環境がないため、保育室の一角や施設前のスペースなどで相談を
受けるなどの工夫をしている。
・保護者が相談したり意見を述べたりする際に、複数の方法や相手を自由に選べるこ
とをわかりやすく説明した文書が作成されていないため、今後は作成およびその文書
を施設内に掲示し保護者へ周知する取り組みが実施されることを期待する。

 保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。

・年2回の保護者アンケートを法人本部より実施し、結果をまとめたものを共有する
とともに施設内に掲示し保護者へ周知されている。保護者からの意見はアンケートの
実施や日々のコミュニケーションから積極的に把握している。しかしながら、相談や
意見に対するマニュアルの策定や意見を受けた際の記録は取られていないため、今後
はマニュアルが策定され、体制が整備されることを期待する。

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。
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Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保

Ⅲ-２-(1) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

 保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている。

・標準的な実施方法はマニュアルや、くじらグループルールなどにより文書化され、
研修や会議を通して職員に周知し施設長や主任の指導で徹底が図られている。
・保育実践が画一的なものにならないよう新しい取り組みを導入し、戸外活動なども
目的意識をもって行き先を変えるなど日々努めている。

 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

・災害時に備え、毎月避難訓練の実施および食料や備品類等の整備、災害対策マニュ
アルを作成している。食料は施設長が管理しており、アレルギー対応のものを購入し
箱にはわかりやすいように賞味期限を記入している。備品類は、水消火器や避難車、
避難リュックや防災頭巾等を施設機能強化推進費加算で購入し、災害対策に取り組ん
でいる。今後はBCP（事業継続計画）や食材等の備蓄リストを作成し、より災害時へ
の安全確保のための取り組みが行われることを期待する。

評価結果

・保育の標準的な実施方法は都度、会議やミーティングなどで振り返っており、マ
ニュアルは年度末に見直しを行っている。指導計画に関してはPDCA(計画、実行、
評価、改善)サイクルに従って検証や見直しを行い、必要に応じて反映している。
・保育に関する保護者等からの意見や提案などは無いのものの、反映されるような仕
組みにはなっていない。今後は保護者も含めた評価や見直しの時期、方法を組織的に
定め仕組みの確立が期待される。

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

 アセスメントにもとづく指導計画を適切に策定している。

・施設長を指導計画作成の責任者として、カリキュラム会議などで指導計画の作成や
実践の適切化が図られている。
・支援困難ケースは現在該当者はいないが、過去のケースでは加配対応のうえで医療
的配慮が必要だったので、保護者面談で詳しい聞き取りを行い、保護者の承諾を得て
施設長と担任も同席し、医師に話を聞きに行くなど丁寧な対応が見られた。
・今後は、様々な関係者が協議を行うなどアセスメント手法の確立と、子どもと保護
者等の具体的なニーズが、個別の指導計画に反映され明示されるような取り組みを期
待する。

 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備
し、取組を行っている。

・感染症に関しては、看護師が配置されていないため施設長が責任者となっている。
感染症の予防策が講じられており、施設内の清掃および消毒の実施、嘔吐の場合には
常に嘔吐処理セットが準備され処理方法なども見直されている。また、感染症発生時
には園内掲示や保育施設向けICTシステムを活用し保護者へ周知されている。感染症
マニュアルも作成し年度末に見直しが行われている。

 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行ってい
る。



Ⅲ-２-(２)-② b

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-① a

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-② b

（コメント）

 子どもに関する記録の管理体制が確立している。

・パソコンにはパスワードを設定し、施設長のパソコンは施設長しか見れないように
なっている。個人情報は鍵の掛かる書庫に保管し、鍵は施設長か不在時には主任が管
理するなど徹底している。保護者に対する、個人情報の取り扱い説明を入園時に実施
している。
・情報提供に関する規程などの定めはなく、玄関近くに置いているタブレットにもシ
ステムが入っているので、持ち出しがあれば個人情報が漏洩してしまう可能性がある
ことから、対策や規程の策定などが求められる。

 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

・指導計画を変更する際には先ずは施設長、不在の場合は主任に相談したうえで変更
し、職員周知は10分程度の朝礼時に口頭で伝えている。
・保育の質の向上に関わる課題などは、日々のやり取りの中で明確化に励んでおり、
指導計画の見直しは主に施設長を中心として年度末に行い、次年度の作成に活かされ
ている。
・指導計画の見直しについて、職員が参加しての検討会議や、保護者の意向の把握と
同意を得るための手順等、組織的な仕組みが定められるよう期待する。

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

 子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有
化されている。

・保育の実施記録も含めて、保育施設向けICTシステムで施設内の情報が見られるよ
うになっており、朝礼や定期的な職員会議、メッセージアプリなどによって情報共有
が図られている。
・主任や施設長が保育の実施や施設としてのあり方を定め、逸れることが無いよう意
思疎通を密に行い、職員への伝え方なども含め共通認識がもてるよう努めている。



Ａ-１-（１）-① a

（コメント）

Ａ-１-（２）-① a

（コメント）

Ａ-１-（２）-② a

（コメント）

Ａ-１-（２）-③ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-④ b

（コメント）

児童福祉分野【保育所】の内容評価基準

評価結果

Ａ－１　保育内容

Ａ－１－（１）　全体的な計画の作成

・全体的な計画は、児童憲章や児童の権利に関する条約、児童福祉法、保育所保育指
針などの趣旨をとらえ、理念や方針、目標に基づいて作成されている。
・書式は法人本部が統一したものをベースとしているが、詳細に関しては施設で内容
修正しており、見直したものを次年度の作成に活かしている。

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開

 保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家
庭及び地域の実態に応じて全体的な計画を作成している。

 生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのできる環
境を整備している。

 一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行ってい
る。

 子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる環境の整備、援
助を行っている。

 子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊
かにする保育を展開している。

・クラス担任は各クラス、調理師は調理室、共有部分は担当者を決め月に1回設備点
検や整備を行っている。
・カリキュラム会議で子どもの動線や保育室の使い方、保育実践での課題などを話し
合っている。
・落ち着ける場所の確保には、奥のスペースをダンボールで仕切るなどして確保して
おり、限られたスペースに対して創意工夫が見られる。

・インクルーシブ保育研修が法人内研修として実施されていたり、保育中の声かけに
関してくじらグループルールを取り決めたりするなど、法人全体としての取り組みが
見られる。
・前月の子どもの成長やクラスの状況、対処法などを会議で情報共有し、気になるこ
とは報告や相談、連絡が随時できる環境を整え必要に応じて施設長と主任がサポート
している。

・年齢によって保育室を分け、食事の開始時間や睡眠時間などに配慮している。ま
た、保護者と相談しながら、子ども一人ひとりの状況に合わせてトイレトレーニング
を進めている。
・一人ひとりと丁寧に関りながら、子どもに分かりやすい言葉で個別に対応してい
る。

・2歳児は、担任が仲立ちしながら模倣遊びをしており、２月の保育参観では表現遊
びや、模倣遊びの延長で発表会をしている。また、0～2歳児全員でボディペイントを
したり、毎月製作に取り組んだりしている。
・地域の人たちに接する機会や社会体験が得られるように、更なる取り組みや様々な
表現活動が自由に体験できる工夫を期待する。



Ａ-１-（２）-⑤ b

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑥ b

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑦ －

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑧ b

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑨ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑩ －

（コメント）

 乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開されるよう
適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

 ３歳未満児（１・２歳児）の保育において、養護と教育が一体的に展
開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮してい
る。

・限られた空間ではあるが状況に応じて0歳児だけで過ごせるよう配慮し、手作り玩
具や感触遊び等を準備したり、愛着関係を築くことができるよう担当制にしたりなど
環境整備に努めている。また、保護者との連携を密にし、離乳食の進め方や生活面等
を含め丁寧に伝えるよう心がけている。
・創意工夫がなされているが、0歳児が長時間過ごす環境の整備へ更なる取り組みが
期待される。

・１歳児と2歳児の空間に分け、食事の開始時間や午睡の時間など年齢によって配慮
している。
・2歳児は一人ひとり様子を見ながら導入のタイミングを見計らい、お箸や歯磨きの
取り組みを進めている。この時期に大切な非認知能力を高めることを意識した感触遊
びや、指先を使った遊びを積極的に取り入れている。
・探索活動が十分に行えるような環境の整備には至っておらず、好きな玩具を何でも
自由に出すことは難しい。また、保育士以外との関わりもハロウィンでのお菓子の受
け渡しと限定的となっており、今後更なる取り組みが期待される。

0～2歳児を対象とする保育所のため非該当

・グループ内研修を受講し、関連機関との情報共有を行い、障がいのある子どもが入
園した際には加配を付けるなど、その子どもに応じた対応をするよう配慮している。
・施設は建物の1階に位置しているが、スペース的にも設備的にも車椅子対応等は困
難である。保護者全体に対して、障がいのある子どもの保育に関する適切な情報を伝
えるなどの取り組みは不十分であるため、今後の取り組みが期待される。

・子どもの人数に応じて活動内容や玩具を考え、合同で過ごす時間を作ったり、年齢
で分けて活動したりするなど配慮している。
・夕方17時には水分補給のためお茶を提供し日報に記載することや、保育時間の長い
低年齢の子どもには夕方寝を取り入れるなど、一人ひとりの状態に応じて対応してい
る。

0～2歳児を対象とする保育所のため非該当

 ３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適
切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

 障がいのある子どもが安心して生活できる環境を整備し、保育の内容
や方法に配慮している。

 それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容や
方法に配慮している。

 小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方法、
保護者との関わりに配慮している。



Ａ-１-（３）-① a

（コメント）

Ａ-１-（３）-② a

（コメント）

Ａ-１-（３）-③ a

（コメント）

Ａ-１-（４）-① a

（コメント）

Ａ-１-（４）-② a

（コメント）

Ａ－１－（４）　　食事

・「食品摂取状況表」や献立を保護者と確認し合い、年間食育計画に従って丁寧に進
めている。
・野菜を育て収穫しクッキングをしたり、食材の買い出しに出かけたりするなど、食
を身近に感じられるよう工夫している。また、毎月3～4種類の手作りおやつを作りバ
イキングにしたり、8月にはすいか割りをするなど子どもたちが楽しめるよう取り組
む姿が見られる。

Ａ－１－（３）　　健康管理

・保健衛生マニュアルを作成し、それに基づいて子どもの健康管理が行われている。
また、一人ひとりの子どもの健康状態に関する情報は、朝の時間に関係職員へ情報共
有を済ませている。
・保護者に対しては毎月、保健だよりで健康に関する方針や取り組みを伝え、予防接
種の追記は、年度末に保護者に書類を戻して記入してもらっている。
・SIDS(乳幼児突然死症候群)については対応フローを作成し、入園時や市役所からの
書類配布時や強化月間の時には貼りだしを行っている。

・年1回の歯科健診と年2回の内科健診を実施し、健診日は行事予定などで伝え、当日
まで保護者に嘱託医への質問事項等がないか確認している。
・健診時、職員が聞き取った内容や様子を丁寧に保護者にフィードバックしており、
タイミングが合えば健診に関して園のおたよりで内容を入れ、所見があればメモ用紙
に記載し個別に伝えている。

・食物アレルギー対応マニュアルや、医師からの「生活管理表」に基づきアレルギー
対応を行っている。
・施設見学時からアレルギーに関して情報発信に取り組み、入園時には重要事項説明
書で再度確認と周知を行っている。また、職員に対しては研修を実施し報告書の作成
で知識の定着を図り、情報共有している。

 子どもの健康管理を適切に行っている。

 健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している。

 アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指示
を受け適切な対応を行っている。

 食事を楽しむことができるよう工夫をしている。

 子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供している。

・衛生管理マニュアルを小規模園と大規模園に分けて作成し、それに基づき食事の提
供が行われている。
・保育士と調理者が情報交換や情報共有を日頃から密に行い、調理者は可能な限り子
どもたちの食事の様子を直接見るように心がけており、残食量を記入し食べ具合や状
況を把握するよう努めている。
・献立はくじらグループ全体で統一したものを使用しているが、栄養士が担当エリア
の施設に合った献立に若干修正を行い提供している。



Ａ-２-（１）-① a

（コメント）

Ａ-２-（２）-① b

（コメント）

Ａ-２-（２）-② b

（コメント）

Ａ-３-（１）-① b

（コメント）

・送迎時に掲示した写真を見ながら子どもの様子を伝えたり、ブログや写真販売など
を通して、できる限り詳細に伝わるようにしている。
・保護者から得た情報は、すぐに担任間や施設長、主任と朝礼などで情報共有するよ
うにしている。
・園だよりには今月のねらいなどを記載し、保育の意図や内容が伝わるように配慮し
ており、クラスだよりは子どもの写真などを入れるなど工夫して作成および配布して
いる。

Ａ－２－（２）保護者等の支援

 保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている。

・保護者とはコミュニケーションを密に取り、できる限り話しやすく相談しやすい環
境作りに努めている。卒園後も、いつでも遊びに来てもらえるよう、写真の受け渡し
や行事参加など、繋がりを保てるような取り組みを行っている。
・相談は口頭が多く記録などの記入はなく、今後は相談内容の適切な記録への取り組
みが期待される。

 家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応及
び虐待の予防に努めている。

・虐待対応マニュアルに基づく研修の実施や、日々の視診に加え保護者や子どもの様
子に常に気を配り、少しの家庭環境の変化でも影響がないか注視するようにしてい
る。
・利用契約書第11条にも「虐待防止のための措置」を明記している。
・今後は職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子どもの状態や行動をはじめ、理
解を促す取り組みや、児童相談所等の関係機関との連携を図るため、更なる取り組み
が期待される。

評価結果

Ａ－３ 保育の質の向上

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

 保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実
践の改善や専門性の向上に努めている。

・月2回の会議やミーティングでクラス運営や保育実践の振り返りを行い、研修にも
積極的に参加している。
・年2回316項目におよぶ自己チェックシートを用いて自己評価を実施しており、法
人本部の担当者とも結果の共有をしている。
・人事考課に入っている自己目標などは面談も行い活かせているが、自己評価に関し
ては自己チェックシートの項目数が多いこともあり、評価後の活用や保育の質の向上
までは至っていない。今後は、保育の質の向上につながるような取り組みとなるよう
活用されることを期待する。

評価結果

Ａ-２　子育て支援

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携

 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。



Ａ-４-(1)-① b

（コメント）

 体罰等子どもへの不適切な対応が行われないよう、防止と早期発見に
取組んでいる。

・マニュアルを作成しグループ内研修を受講しており、日々の保育の中で振り返りや
評価を行っている。
・声掛けや様子が気になる職員がいる場合は、施設長や主任に相談し対応法を検討す
るよう体制化されている。
・就業規則等の規定に体罰等の禁止の明記はなく、今後の対応を期待する。

評価結果

Ａ-４ 子どもの発達・生活援助

Ａ-４-(1) 子どもの発達・生活援助



調査の概要

利用者への聞き取り等の結果（概要）

アンケート調査（無記名方式）

アンケート調査の回収率は57％だった。
20項目中17項目が「はい」「いいえ」などの選択項目、3項目が自由記述。

17項目中
13項目が100%の肯定評価
1項目が90%以上の肯定評価をしている。
全体的に見て良好な結果と言える。

《自由記述》では、
「感謝感謝感謝！先生方に大感謝です。行き初めて3ヶ月ですが、毎日楽しくて保育園が大好き
なようです。いつも娘を大切に預かっていただき心から感謝しています。」
「子どもが先生を信頼しているのがわかり、安心して預けられます。「せんせいと〇〇したの」
と連絡帳と同じことを子どもから聞き、ほっこりする毎日です」
「イベントの時の毎回素敵な衣装や被り物、お祭りもすごく楽しませてもらったり、日常保育で
も子どもに色んな経験をさせていただいてます。
」
など感謝の言葉が多く寄せられた。

また【園やサービスに対して、感じたり思っていること】について園運営に感謝しつつも、
「おむつの記名が大変なので、おむつのサブスクがあると嬉しい。」
「お歌の発表会や、運動会などあれば嬉しいです。」
などの声も寄せられた。

利用者（保護者）への聞き取り等の結果

調査対象者 くじら保育園 上新庄園　在園児の保護者

調査対象者数 19人（世帯）有効回答数　11人

調 査 方 法



福祉サービス第三者評価結果報告書【受審施設・事業所情報】 
における項⽬の定義等について 

 
 
①【職員・従業員数】 

●以下の項⽬について、雇⽤形態（施設・事業所における呼称による分類）による区分で
記載しています。 

 
▶正規の職員・従業員 
・⼀般職員や正社員などと呼ばれている⼈の⼈数。 
 
▶⾮正規の職員・従業員 
・パート、アルバイト、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託などと呼ばれ
ている⼈の⼈数。 

 
 
②【専⾨職員】 

●社会福祉⼠、介護福祉⼠、精神保健福祉⼠、介護⽀援専⾨員、訪問介護員、理学療法⼠、
作業療法⼠、⾔語聴覚⼠、保育⼠、社会福祉主事、医師、薬剤師、看護師、准看護師、
保健師、栄養⼠等の福祉・保健・医療に関するものについて、専⾨職名及びその⼈数を
記載しています。 

 
 
③【施設・設備の概要】 

●施設・設備の概要（居室の種類、その数及び居室以外の設備等の種類、その数）につい
て記載しています。特に、特徴的なもの、施設・事業所が利⽤される⽅等にアピールし
たい居室及び設備等を優先的に記載しています。併せて、【施設・事業所の特徴的な取
組】の欄にも記載している場合があります。 

 
 例 

居室 ●個室、2⼈部屋、3⼈部屋、4⼈部屋 等 

設備等 ●保育室（0才児、1才児、2才児、3才児、4才児、5才児）、調乳室、 
洗⾯室、浴室、調理室、更⾐室、医務室、機能訓練室、講堂 等 

 


